
市　報　に い が た （2）平成15年11月16日第　　　号1916

保健所の電話番号は�228-1000（代表）です

対象 生後４カ月児以上の保護者
内容 離乳食の進め方、試食
申し込み 電話で各会場へ

はじめての離乳食

期日
12・ 1
12・ 4
12・10
12・18
12・19
12・25

会 場
中地域保健福祉センター
坂井輪地域保健福祉センター
石山地域保健福祉センター
南地域保健福祉センター
西地域保健福祉センター
中央地域保健福祉センター

時 間

午後1時半
～3時半

内容 離乳食中・後期の進め方、ほか
対象 ７カ月～１歳１カ月児の保護者各
会場先着25人
申し込み 健康増進課（�内線3669）へ

ステップ離乳食（中・後期編）

期日
12・ 1
12・10
12・18

会 場
中地域保健福祉センター
石山地域保健福祉センター
南地域保健福祉センター

時 間

午前10時
～11時半

日時 きょう16日午前10時半～午後２時半
会場 二葉コミュニティハウス、ワーク
センター日和山
内容 イベントコーナー、野菜即売会、
バンド演奏、ほか
問い合わせ 二葉コミュニティハウス（�
210-9275）へ

日 和 山 ま つ り

基本健康診査の受診記録票、健康手帳
のある人は持ってきてください。
問い合わせ 健康増進課（�内線3662）へ

※印は栄養士による相談あり

健 康 相 談

期日

あす17日

11・18
11・21

11・26

11・27

11・28

11・19

会 場
※北地域保健福祉センター
※南地域保健福祉センター
※木戸コミュニティセンター
※西新潟市民会館
※石山地域保健福祉センター
※中地域保健福祉センター
※入舟分室
※シルバーピア石山
※寺尾中央公園会館
※濁川連絡所
※中央公民館
老人憩の家・沼垂荘

時 間

午前10時
～11時半

午後1時半
～3時

午後1時半
～3時

日時 12月11日午後１時45分から
会場 中央地域保健福祉センター
申し込み 保健予防課（�内線3643）へ
※予約制

女性の健康なんでも相談

日時 11月24日午後１時～３時半
会場 総合福祉会館　参加費 300円
内容 講演「心の居場所」、ほか
問い合わせ 健康増進課（�内線3665）へ

精神障害者家族の集い

問い合わせ 保健予防課（�内線3647）へ
�１歳誕生歯科健康診査
対象 平成14年12月生まれ（北・西・
曽野木地域は来年１月に実施）
持ち物 母子健康手帳、問診票、フッ素
塗布希望者は料金1,020円
※案内と問診票は対象者に郵送
�フッ素塗布
受付時間 午前9時半～10時半
対象 ４歳未満児
持ち物 母子健康手帳、料金1,020円
申し込み 電話で各会場へ　※予約制

子 ど も の 歯 科

期日
12/4・19
12/5
12/10

12/11・15
12/15
12/17
12/18

会 場
中央地域保健福祉センター
南地域保健福祉センター
坂井輪地域保健福祉センター
東地域保健福祉センター
黒埼地域保健福祉センター
石山地域保健福祉センター
中地域保健福祉センター

定 員
各日70人
150人
70人

各日60人
70人
150人
100人

期日・内容 ①12月１日～４日・個別面
接１回（約40分）②禁煙開始後の３カ月
間・電話相談か個別面接（４回程度、約
15分）
対象 １カ月以内にたばこをやめようと
思っている人先着10人（禁煙外来受診中
の人を除く）
申し込み 健康増進課（�内線3661）へ

個別相談でたばこをやめませんか

申し込み �は当日直接会場へ、�は保
健予防課（�内線3643）へ
�母子健康手帳の交付
受付時間 午後１時～２時
持ち物 妊娠届出書

�安産教室
内容 安産体操、分べんの経過、ほか
※３回１コース

�マタニティおすすめ栄養教室
日時 12月12日午後１時15分～同30分
受け付け　会場 東地域保健福祉センター
内容 妊娠中の食事のポイント、調理実
習と試食、ほか　定員 先着30人

妊娠中の相談など

期日

12・ 3

12・ 5
12・15

会 場

東地域保健福祉センター

中央地域保健福祉センター
石山地域保健福祉センター

受付時間
午前9時15分
～同30分

午後1時15分
～同30分

対 象
来年4・5月
出産予定の
妊婦 各会場
先着20人

期日
12・ 4
12・ 5
12・ 8
12・10
12・11
12・15
12・17
12・18
12・24

会 場
中央地域保健福祉センター
南地域保健福祉センター
北地域保健福祉センター
坂井輪地域保健福祉センター
東地域保健福祉センター
黒埼地域保健福祉センター
石山地域保健福祉センター
中地域保健福祉センター
西地域保健福祉センター

内 容

・妊婦相談
・各種制度
の説明　

・歯科健診
・保健指導

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
基
礎
調
査
」
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
住
民
基
本

台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し

た
15
歳
以
上
の
市
民
２
０
０

０
人
を
対
象
と
し
て
６
月
に

実
施
。
１
０
７
２
人
（
53
・

６
％
）
か
ら
回
答
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

家
庭
や
職
場
な
ど
に
お
け

る
男
女
平
等
・
役
割
分
担
な

ど
に
つ
い
て
の
意
識
や
実
態

を
調
査
＝
グ
ラ
フ
＝
し
た
ほ

か
、
近
年
社
会
問
題
化
し
て

い
る
配
偶
者
間
の
暴
力
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
11
年
１
月
に

も
同
様
の
意
識
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
前
回
と
の
比
較

か
ら
意
識
や
実
態
の
変
化
を

調
べ
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
は
、
今
後
の

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
の

て
い
る
条
例
制
定
の

検
討
資
料
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
報
告
書
は
、

男
女
共
同
参
画
課

（
市
役
所
第
１
分
館

４
階
）
や
市
政
情
報

案
内
室
（
市
役
所
本

館
４
階
）
、
女
性
セ

ン
タ
ー
（
万
代
市
民

会
館
内
）
、
地
区
図

書
館
で
閲
覧
で
き
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

男
女

4.84.8

3.93.9

6.86.8 26.126.1 38.538.5 23.023.0

5.15.1 20.620.6 42.642.6 27.027.0

8.38.3 33.533.5 33.533.5 18.218.2 5.95.9

100％�0％� 50％�

6.8 26.1 38.5 23.0

5.1 20.6 42.6 27.0

4.8

3.9

8.3 33.5 33.5 18.2 5.9

総 数 �

女 性 �

男 性 �

賛成 　　どちらかといえば賛成 　　どちらかといえば反対�

反対 　　わからない　　　　　 　　無回答�

「男（夫）は仕事、女（妻）は家庭」の考え方について�

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
基
礎
調
査

�
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
�
少
数
派
に

12
月
１
日
の
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
土
曜
日

に
エ
イ
ズ
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
、
匿
名
・
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仕
事
や
学
校
な
ど
で
、
平

日
相
談
が
受
け
ら
れ
な
い
人

は
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
梅
毒
と
ク

ラ
ミ
ジ
ア
の
相
談
や
検
査
も

同
時
に
実
施
し
ま
す
。

日
時

11
月
22
日
、
12
月
６

日
午
後
２
時
〜
３
時
半

会
場

東
地
域
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場

へ問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課

（
�
内
線
３
６
４
２
）
へ

※
当
日
の
問
い
合
わ
せ
は
会

場
（
�
２
４
３
・
５
３
１
５
）
へ

�
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
新
潟
２

０
０
３

日
時

12
月
20
日
午
後
１
時

半
〜
４
時
半

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

内
容

講
演
、
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

問
い
合
わ
せ

同
課
へ

自
治
・
町
内
会
長
と
し

て
、
地
域
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
表

彰
す
る
「
自
治
会
長
・
町
内

会
長
に
感
謝
の
集
い
」
を
、

11
月
11
日
に
開
催
し
ま
し

た
。こ

と
し
表
彰
を
受
け
た
の

は
、
会
長
在
職
25
年
が
６
人
、

20
年
が
14
人
、
15
年
が
25
人
、

10
年
が
29
人
の
計
74
人
。
皆

さ
ん
に
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の

通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

�
25
年
勤
続
者

勝
見
秀
也
（
東
湊
町
通
２
）、

和
田
由
美
（
下
大
川
前
通

３
）、
伏
木
弘
（
関
屋
松
波

町
３
）、
村
山
直
晴
（
中
山

７
）、
佐
藤
要
次
郎
（
太
平

２
）、
長
谷
川
孝
幸
（
新
和

４
）

�
20
年
勤
続
者

成
田
八
郎
（
学
校
町
通
２
）、

宮
澤
正
彦
（
二
葉
町
１
）
、

平
石
初
雄
（
附
船
町
１
）
、

中
島
誠
二
（
雲
雀
町
）、
笹

川
栄
蔵
（
緑
町
）、
田
中
昭

男
（
八
千
代
１
）、
古
川
幸

蔵
（
笹
口
１
）、
鈴
木
哲
夫

（
長
嶺
）、
高
橋
四
郎
次
（
沼

垂
東
１
）、
林
三
郎
（
花
園

２
）、
佐
藤
俊
（
浜
町
）、
井

上
勲
（
船
江
町
１
）、
水
野

惣
一
（
上
所
中
２
）、
長
浜

若
治
（
寺
尾
台
１
）

�
15
年
勤
続
者

宮
本
輝
夫
（
東
大
畑
通
１
）、

竹
中
末
松
（
本
町
通
11
）
、

加
藤
忠
蔵
（
西
堀
通
６
）
、

早
川
勉
（
船
場
町
１
）、
井

浦
龍
夫
（
東
湊
町
通
２
）
、

高
橋
忠
行
（
学
校
町
通
３
）、

小
澤
四
郎
（
関
屋
堀
割
町
）、

唐
沢
浅
治
（
夕
栄
町
）、
伊

藤
進
（
入
船
町
１
）、
内
田

博
（
東
大
通
１
）、
片
山
正

夫
（
寺
山
３
）、
西
片
一
男

（
秋
葉
通
）、
朝
妻
稔
（
谷
内
）、

石
塚
英
一
（
幸
西
３
）、
青

木
富
一
郎
（
紫
竹
山
３
）
、

名
古
屋
昭
吉
（
小
針
２
）
、

前
田
信
一
（
寺
尾
上
２
）
、

山
田
一
治
（
石
山
５
）、
小

暮
平
作
（
下
場
本
町
）、
阿

部
忠
也
（
石
山
団
地
）、
橋

田
憲
司
（
東
中
野
山
２
）
、

白
川
喜
一
郎
（
東
中
島
２
）、

佐
藤
政
勝
（
新
岡
山
２
）
、

「
市
農
業
振
興
地
域
整
備

審
議
会
」
と
「
市
経
営
・
生

産
対
策
推
進
会
議
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

農
業
振
興
の
基
盤
と
な
る

優
良
農
地
を
確
保
す
る
た

め
、
20
�
以
上
の
集
団
的
農

用
地
や
基
盤
整
備
事
業
の
対

象
地
な
ど
を
農
用
地
区
域
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。

市
農
業
振
興
地
域
整
備
審

議
会
は
、
こ
の
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
申
請
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
、
必
要
な
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
な
ど
を
審

査
し
ま
す
。

今
回
公
募
す
る
委
員
は
、

農
業
経
営
に
意
欲
的
な
農
家

が
作
成
し
た
経
営
改
善
計
画

の
認
定
な
ど
を
行
う
「
市
経

営
・
生
産
対
策
推
進
会
議
」

の
委
員
も
兼
ね
て
も
ら
い
ま

す
。委

員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
公
募

委
員
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者

や
農
業
団
体
の
代
表
な
ど
で

構
成
。
会
議
は
年
４
回
程
度

開
催
し
、「
市
農
業
振
興
地

域
整
備
審
議
会
」
終
了
後
、

「
市
経
営
・
生
産
対
策
推
進

会
議
」
を
行
い
ま
す
。
任
期

は
平
成
18
年
１
月
ま
で
で
す
。

対
象

本
市
に
住
所
が
あ

り
、
平
成
15
年
４
月
１
日
現

在
20
歳
以
上
で
、
平
日
昼
間

に
行
う
会
議
に
出
席
で
き
る

人

（
本
市
の
ほ
か
の
審
議
会
の

委
員
は
除
く
）

募
集
人
員

３
人

応
募
方
法

12
月
８
日
（
必

着
）
ま
で
に
「
新
潟
市
の
農

業
・
農
村
に
期
待
す
る
こ

と
」
と
題
し
た
作
文
（
８
０

０
字
か
ら
１
２
０
０
字
程

度
）
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
職
業
、
生
年
月
日
を

書
き
添
え
て
、
〒
９
５
１
・

８
５
５
０
、
農
業
振
興
課

（
�
内
線
２
５
５
４
）
へ

共
同
参
画
課
（
�
内
線
２
０

９
２
）
へ

今
年
度
よ
り
、
に
い
が
た

市
民
文
学
の
作
品
集
を
市
内

の
書
店
で
販
売
し
ま
す
。

読
書
の
秋
、
身
近
な
文
学

に
ふ
れ
て
み
て
み
ま
せ
ん
か
。

発
売
期
間

11
月
22
日
か
ら

取
り
扱
い
書
店

紀
伊
國
屋

書
店
新
潟
店
、
ト
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
蔦
屋
書
店
（
11
店
舗
）、

文
信
堂
書
店
（
セ
ゾ
ン
・
パ

テ
ィ
オ
万
代
）、
北
光
社

価
格

１
５
０
０
円
（
税
込
み
）

推
進
に
広
く
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
現
在
準
備
を
進
め

自治・町内会長に感謝の集い自治・町内会長に感謝の集い自治・町内会長に感謝の集い

在職10年以上の74人を表彰在職10年以上の74人を表彰在職10年以上の74人を表彰

鹿
島
耕
平
（
鳥
原
）、
長
尾

幸
太
（
寺
地
）

�
10
年
勤
続
者

吉
田
綾
子
（
西
大
畑
町
）
、

岸
本
満
（
古
町
通
８
）、
諸

橋
惇
（
古
町
通
13
）、
石
山

要
幸
（
北
毘
沙
門
町
）、
入

沢
優
子
（
下
大
川
前
通
２
）、

南
雲
剛
（
浜
浦
町
１
）、
亀

貝
和
夫
（
翁
町
２
）、
土
屋

利
信
（
寿
町
１
）、
桑
野
豊

作
（
春
日
町
）、
横
野
徹
男

（
沼
垂
西
１
）
、
白
井
廣
治

（
沼
垂
東
６
）
、
近
藤
国
平

（
山
木
戸
１
）
、
野
口
正
男

（
本
馬
越
２
）、
長
井
登
（
牡

丹
山
５
）、
進
藤
昭
一
（
下

木
戸
１
）
、
斉
藤
洲
太
郎

（
中
木
戸
）、
渡
辺
邦
雄
（
藤

見
町
１
）、
渡
辺
義
郎
（
太

平
３
）、
阿
部
信
夫
（
臨
港

町
２
）、
小
林
雅
夫
（
有
楽

３
）、
金
田
進
一
（
物
見
山

３
）、
鈴
木
徳
義
（
内
野
町
）、

羽
田
文
松
（
松
浜
３
）、
神

田
義
秋
（
太
夫
浜
）、
白
井

幸
一
（
笹
口
２
）、
那
須
野

恵
次
（
女
池
３
）、
風
間
義

高
（
青
山
１
）、
柳
下
忠
和

（
東
中
野
山
２
）、
赤
川
辰
平

（
寺
地
）

にいがた市民文学にいがた市民文学にいがた市民文学

作品集を書店で販売作品集を書店で販売作品集を書店で販売

農
業
振
興
地
域
整
備
審
議
会

委

員

を

募

集

土
曜
日
に
エ
イ
ズ
相
談
を
実
施

匿
名
・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

収
録
内
容

小
説
・
詩
・

児
童
文
学
・
随
筆
・
コ
ン

ト
…
入
賞
作
品
、
短
歌
・

俳
句
・
川
柳
…
入
賞
・
入

選
作
品

問
い
合
わ
せ

文
化
振
興

課
（
�
内
線
２
１
５
３
）
へ


